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このノートは



●2018年度より近畿地区子ども会連絡協議会に所
属している滋賀県(S) 兵庫県(H) 大阪府(0) 和
歌山県(W) 奈良県(N)の各府県子ども会連合組
織傘下の単位子ども会に無償発行しています。

●発行年度に関係なくいつでもご利用が可能です。

SHOWN Card で
子ども会をもっと楽しもう！

子ども会育成カード
【カードの発行について】

協賛企業のご紹介協賛企業のご紹介育成カード

協賛施設（団体）及び
各優待サービスについては
こちらから
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一般社団法人 

 令和6年度 

兵庫県子ども会連合会
＜連絡先＞ 

〒651-0062 

兵庫県神戸市中央区坂口通 2-1-1 兵庫県福祉センター6階 

電話 : 078-221-4081   FAX : 078-230-9670 

E-mail : hyogo@kodomo-kai.or.jp

子ども会は、子どもたちに生きる力と輝きを育み、 

体験を通して感動が生まれ、輝く夢を与える活動を行なっています。 

子ども会の活動、取り組み

☆仲間遊び ☆エコ活動 ☆緑化運動 ☆スポーツ活動 ☆慰問・訪問活動

☆食育活動 ☆生活習慣向上運動 ☆伝承芸能活動 ☆募金活動 など

一般社団法人兵庫県子ども会連合会に加入すると、安心して子ども会活動を行うことが出来ます。 

子ども会活動中や活動場所への往復時に事故(交通事故を除く)が起きた場合、お互いが助け合う共済事業 

「全国子ども会安全共済金」と「兵庫県子ども会連合会見舞金」を受けることが出来ます。 

また、子ども会活動中に第三者の財物に損害を与えた場合や死傷させた際は、その活動を主催する子ども 

会が「子ども会賠償責任保険」を申請することができます。 

事故防止のため、定期的に、そして事業開始前から事業実施中にもKYT(危険予知トレーニング)と、事前 

の会場下見による安全・安心を確保しましょう。 

子ども会に加入するには単位子ども会、市区町村子連、都道府県・指定都市子連に所属する者が、 

次の年会費を納めることが必要です。 
（ただし、就学前3 年以下の乳幼児が行事に参加する場合には、安全共済会に加入している保護者・祖父母または親族が同伴

することが必要となります） 

☆子ども会年会費1人 円 

内 

訳 

全国子ども会安全共済掛金 50円 
70 円 

全国子ども会連合会運営費 20円 （子ども会賠償責任保険料を含む） 

兵庫県子ども会連合会 

会費 
230円 

安全教育、共済金請求書作成、名簿管理等の費用として50円 

事業費、管理費などとして180円 

加入手続きに必要な書類など、全国および兵庫県子ども会連合会のホームページにご用意しております。また、ネットによ

る加入手続きもできますので、所属の市町子連へご確認の上、ご活用ください。（全子連ホームページ参照） 

自転車事故によるケガや損害賠償に備える 「自転車保険」のご案内 
兵庫県では、2015年より自転車保険の義務化が導入されています。 

小学生や中学生が加害者となっているケースもあり、未成年であっても賠償責任を免れる 

ことはできません。場合によっては、親に賠償命令が下ることもあります。 

「自転車だから大きな事故にならない」と軽視するのは非常に危険であるということ、 

また、たとえ子どもでも重大事故の加害者になり得るということをしっかり認識して 

おかなければなりません。 

全国子ども会連合会では、自転車保険も取り扱っています。詳しくは「全子連ホームページ」をご確認下さい。 

全国子ども会連合会
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ありがとう! 創立70周年

オープニングセレモニー

「紡ぐ」ためのコミュニティデザイン ～地域でつくる笑顔あふれる子ども会～
をテーマに、けんこれん創立 70周年の記念すべき「兵庫県子ども会育成者大会」を開催しました。

オープニングを飾ってくれたのは、神戸・大阪を中心に活躍中の
wbacc...さん。子どもたちの無限の可能性と明るい未来の象徴と
して、70周年のイメージでもある「虹」にちなみ、♪オーバーザ
レインボーを演奏してくださいました。

表彰式

コミュニティデザイナーの第一人者として、メディア出演や著書
多数の山崎亮さんを講師に迎え、住民参加型の総合計画づくり、市民
参加型のパークマネジメントなどのプロジェクトをもとに、これ
からの子ども会の在り方について、現状と課題に向き合う機会と
なりました。「子ども会のことは、子どもたちの声を聴くことから」。
山崎さんの力強い語り口に、けんこれんは、次なる80周年に向けて、
新たな一歩を踏み出します。

永年子ども会活動を通じて様々な功績のある個人や団体に、
その業績を称え表彰の授与を執り行いました。
●兵庫県知事表彰（5名）
●社会福祉法人兵庫県社会福祉協議会会長表彰（10名）
●一般社団法人兵庫県子ども会連合会理事長表彰（14名）
●一般社団法人兵庫県子ども会連合会理事長表彰優良単位子ども会（４団体）
●兵庫県知事感謝状（36名）
●一般社団法人兵庫県子ども会連合会理事長感謝状（16名・12団体）

基調講演

日　時
会　場
参加者

令和６年１月20日(土)
神戸国際展示場
約120名

「子ども会活動スローガン」が決定しました！

たくさんのご応募、
ありがとうございました！

最優秀賞

優 秀 賞

「笑顔の絆　手と手をつなぐ　子ども会」
　　　　　　　　　藤原　小夏さん（小学６年生）
「笑顔の輪　未来へ架け橋　子ども会」　
　　　　　　　　　今井恵玲奈さん（小学５年生）
「みんながつながり　未来へつなぐ　子ども会」　
　　　　　　　　　有吉　孝弘さん（小学４年生）

「兵庫県子ども会育成者大会」
けんこれん創立70周年記念

けんこれん創立70周年記念

70周年記念品

ピンバッジ
播州織ハンカチ
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「第10回 兵庫県子ども会オセロ大会」

　毎年、県内の８ブロックから勝ち上がった64名（低学
年の部32名、高学年の部32名）が、熱戦を繰り広げるオ
セロ大会。
　対戦中は、どの子も真剣にオセロ盤に向き合い、会場
内にオセロの石を動かす音だけが響いていました。小学
生が中学生に勝つこともあれば、
負けて悔し涙を流す子も。

神戸クリスタルホール　令和５年12月10日（日）　参加者：64名（対戦者）

「日本の伝統のあそび・けん玉にチャレンジ！」

　今回で４回目の実施となる「けん玉にチャレンジ！」事
業。「コロナ禍でも子どもたちが楽しめることを！」と、一
人でも・どこでも・声を発することなく…楽しむことがで
きるけん玉に注目したことがスタートのきっかけ。川西市
での開催を皮切りに、香美町・洲本市、そして今回の宍粟
市と、たくさんの子どもたちが参加してくれています。
　けん玉は、たくさんの技と「できた！」と達成感を味わ

宍粟市役所　令和５年７月30日（日）　参加者：約50名　講師：伊丹けん玉クラブ代表　植西和義さん

「ふるさと兵庫のお米を知ろう！」

　県内各地で（神戸市、宝塚市、丹波篠山市、新温泉町）
たくさんの子どもたちに「日本の主食・お米」の大切さを知
るきっかけを提供して今回で４回目。昨今、お米離れや食

新温泉町民センター　令和5年10月8日(日)　参加者：約25名　
講師：お米マイスター　株式会社いづよね代表取締役社長　川崎恭雄さん

令和５年度 主催事業

　携帯ゲームが主流の昨今ですが、リアルで対戦するこ
とでコミュニケーションが図れること、地域大会に参加
し、地域内で異年齢交流が深められることなど、子どもた
ちにとって、ゲームを超えた体験を提供できる場として、
これからも支援を継続していきます。

えることで、国や世代を超えて親しまれている遊びです。
宍粟市でも小学生の親子が一緒に夢中になってチャレン
ジしていました。
　伊丹けん玉クラブ所属・全日本チャンピオンの鷲尾英
政さん（大１）による素晴らしいパフォーマンス披露もあ
り、会場は大きな拍手に包まれました。

に対する関心が薄れていると言わ
れていますが、どの会場でも、しっ
かりと味わいながらお米を食べる
子どもたちの姿に、頼もしく、明るい未来を感じています。
　８種類の県内産米を食べ比べ、甘味や食感など感想を発
表し合うと、「地元でとれたお米が一番おいしい！」の声が
多く、お米作りにも関心を寄せる子どもたちが、今度は田
植や稲刈りをしてみたいと楽しそうに話してくれました。

募集します!! 皆さんの市や町・子ども会で、お米について学んだり、 けん玉体験会を開催してみませんか？
詳しくは、兵庫県子ども会連合会（TEL.078－221-4081）までお問い合わせください。
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「助成金事業報告」令和５年度

いきいき子ども会　［６市町子連で実施　各100,000円の助成（一部戻入金あり）］
地域子ども会の活性化を視野に入れ、いきいきとした子ども会の推進に向けた事業・活動を実施する市町子連への助成。

指導者・育成者研修会　［9市町子連で実施　各30,000円の助成（一部戻入金あり）］
子ども会振興に必要な知識や意識の醸成のため、地域の子ども会の指導者・育成者を対象に実施する研修会への助成。

　兵庫県子ども会連合会では、活発な子ども会活動の推進のために、各ブロック・
市町子連また単位子ども会への活動助成に取り組んでいます。
　ここしばらく、不安定な社会情勢のもと、活動を自粛する向きにありましたが、
今年度はようやく明るい兆しが見え、各地で様々な事業が展開されました。

市町子連 事　業　名 実施日 会　場

三　木　市 子ども会
ともだちキャンプ

R5. 7/28
　　～7/30

三木ホースランドパーク
エオの森研修センター

２泊３日のプログラムで、リーダーとともにイニシア
ティブゲームを行う、野外調理場で食事を調理する
など、共同生活や野外体験活動を行う。  

川　西　市 第45回川西市
子ども会球技大会 R6. 2/18 川西市総合体育館 川西市子ども会連絡協議会に加盟の地区（単位）

子ども会対抗のドッジボール大会。

西　宮　市 野外活動 西宮市役所前六湛寺公園
①ツリーイング体験　②スプラッシュ！SHOT
アートサイエンスを学ぶ短期大学生とインターン先
企業とのコラボレーション企画

新 温 泉 町 新温泉町子連・
浜坂高校連携事業 R5. 9/2

R5. 7/22

兵庫県立浜坂高等学校
ストラック・アウトなどの出展、展示ブース、ふれあい
活動（参加型レクリエーション）を通して、異年齢交流
の促進、地域連携によるふるさと意識の醸成をはかる。  

南あわじ市

第19回南あわじ市
子ども会仲良し将棋大会

R5. 8/6
第11回南あわじ市
子ども会仲良しオセロ大会

第19回南あわじ市
子ども会親善球技大会 R5. 9/3

南あわじ市役所
第２別館３階
多目的ホール

南あわじ市
文化体育館

南あわじ市子ども会育成連絡協議会の主催で
将棋大会、オセロ大会、及び球技大会を開催する。

尼　崎　市 いきいきあまっ子
リーダースクール事業「夏キャンプ」

R5. 8/6、
8/20～8/21

尼崎市上坂部小学校、
尼崎市立青少年いこいの家

①8/6　シェルタ―設営講習
②夏キャンプ

目　的　･　内　容

市町子連 事　業　名 実施日 会　場

稲 美 町 指導者・育成者研修会 R5
5/20

ふれあい交流館
２階ホール

講　師

浅見　真一 さん

猪名川町 令和５年度猪名川町
子ども会連絡協議会全大会

R5
5/9

猪名川町中央公民館
会議室

和田のりあき さん
（マジックパパ代表） 講演会「子どもがワクワクする大人になる」

佐 用 町 佐用町子ども会
指導者・育成者研修会

R5
6/1

上月体育館
(ホタルドーム)

たつの市役所
多目的ホール

兵庫県
ドッジボール協会 実技講習会「ドッジボールのルール」

たつの市 令和５年度たつの市
連合子ども会総会・講演会

R5
5/28

榎本　英樹 さん
（遊びとお話の
デリバリードコデモ代表）

今しかできない体験と遊びを通し、コミュニケーション力UP！
～笑顔が広がる子ども会活動～ 

伊丹市立総合
教育センター伊 丹 市

2023年度 伊丹市
子ども連絡協議会 
指導者・育成者研修会

R5
6/16

R5
7/4

R5
11/19

伊丹市子ども会
連絡協議会   役員

速水　順一郎 さん
（兵庫県レクリエーション協会
会長）

若竹生活文化会館
３階講堂西 宮 市 子ども会育成者研修会

ひょうご防災特別
推進員・防災士、
西宮市応急手当普及員

①KYT（危険予知トレーニング）
　～子ども会活動を安全に行うために～
②子どもに多い応急手当法～熱中症・三角巾を使った止血法など～  

R6
1/27

尼崎市立中央北
生涯学習プラザ学習室尼 崎 市 LEDで光るアロマ

キャンドル作り 上条　俊和 さん まずは育成者がやってみよう！　火を使わないキャンドル
工作（育成者に対する工作の体験学習）

クリスマス会、お楽しみ会等で使えるゲームの研修会

R5
8/18 淡路島加 東 市 第12回夏休み大会 ①うどん打ち体験

②アロマキャンドル製作

芦屋市
青少年センター芦 屋 市 育成者・子どもプログラム

合同研修会

目　的　･　内　容

これまでの子ども会活動を振り返りながら、今後の子ども会活
動のあり方や手段等を聴講し、子ども会活動指針をあらためて
学習することで、地域交流や家庭交流と家庭教育の実践・普及
啓発に繋げたい。

新型コロナ禍、今年度は各単位子ども会活動を再開させる準備
として子ども会安全啓発(KYT)を取り上げ、安全に子ども会活
動ができる様、研修を実施する。
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　「子どもの手による子ども会づくり」では、クリスマス会・お楽しみ
会といった交流活動が多い中、今年度は、SDGsを意識した活動も
見受けられました。
　中播磨ブロック・美佐子供会（神崎郡・市川町）、但馬ブロック
（朝来市・筒江子供会）では、自分たちの住む町を自分たちで美しく
しようと地域の美化活動に取り組みました。太市校区子ども会（中
播磨ブロック・姫路市）では、不要になったユニフォームを海外に寄
付しようと、支援団体探しから報告を新聞にまとめるまでを子どもた
ちが主体的に活動しています。子どもたちの環境保護や他者貢献へ
の意識を育むこうした活動を、これからも見守り支援していきます。

県子連では、この他にも研修会や学習会等への講師派遣にも取り組んでおります。
令和５年度は、たつの市「子ども会活動安全研究会（子ども会KYT）」において講師の派遣を行いました。

令和６年度も、子どもたちが夢のある明るい未来を築き、いきいきと育つ地域づくりのために、子ども会
への活動助成を推進します。

子どもの手による子ども会づくり　［62市町子連で実施］
「子どもの手による子ども会」の実現に向け、子どもが主体的かつ具体的に取り組む子ども会活動への助成。

ブロック 市　町 助成金額（円）

阪　神

東播磨

北播磨

中播磨

尼　崎　市
西　宮　市
芦　屋　市
伊　丹　市
三　田　市
猪 名 川 町
　  15 団 体
稲　美　町
加古川市
　  ４ 団 体
小　野　市
加　東　市
多　可　町
　  ８ 団 体
市　川　町
姫　路　市
　  ６ 団 体

4
3
4
2
1
1

3
1

1
6
1

1
5

3
1
3
1
2

3
2
1

５
１

２
４
１

98,000
60,000
47,001
26,115
30,000
30,000
291,116
67,614
30,000
97,614
30,000
143,452
30,000
203,452
11,000
127,000
138,000

ブロック 市　町 助成金額（円）

西播磨

但　馬

丹　波

淡　路

たつの 市
赤　穂　市
宍　粟　市
太　子　町
上　郡　町
　  10 団 体 
養　父　市
朝　来　市
新 温 泉 町
　  ６ 団 体
丹　波　市
丹波篠山市
　  ６ 団 体
洲　本　市
南あわじ市
淡　路　市
　  ７ 団 体

56,957
12,531
51,300
30,000
55,000
205,788
42,000
51,000
28,000
121,000
150,000
30,000
180,000
41,038
98,660
30,000
169,698

①KYT（危険予知トレーニング）
　～子ども会活動を安全に行うために～
②子どもに多い応急手当法～熱中症・三角巾を使った止血法など～  

太市校区子ども会 「タイを助けたい!!」

美佐子供会
「クリーン作戦」

筒江子供会
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　３月。毎年この時期が来ると、一年間の実績を振り返り
ます。令和５年度も、創立記念事業をはじめ、オセロ大会、
防災キャンプやまちあるき、けん玉体験、県産米の利き米
など、子どもたちの体験活動の場を提供してきました。また、
地域子ども会での取り組みの報告を読ませてもらいながら、

子どもの本音が見え隠れするアンケートでは思わず目頭が
熱くなることも。成長過程の子どもたちにとって、一年間はと
てつもなく濃く大切な時間。この時間を共有できる喜びを
かみしめ、子どもたちを真ん中に、また新しい一年を紡いで
いけることを願って「育成会ノートvol.115」をお届けします。

子どもeye

X（旧：Twitter）ホームページ Facebook開館時間 9：30～18：00
休 館 日 毎週月曜日・毎月第３木曜日・年末年始（12月29日～１月３日） 

特別整理期間（６月頃１週間程度）
アクセス JR明石駅、山陽明石駅で下車、北へ800メートル（明石公園内）

当館に専用駐車場はありません。お車でお越しの際は、公園内または
近隣にある有料駐車場をご利用ください。

兵庫県立図書館だより
vol.5

兵庫県子ども会連合会は、兵庫県立図書館と活動連携しています。

県立図書館は50周年を迎えます

　昭和49年10月１日に開館した県立図書館は、今年
ちょうど50周年を迎えます。この機会に半世紀の
歩みを振り返りながら、“50”にちなんださまざまな
展示やイベントを企画しています。秋には記念の
トークイベントも開催します。詳細は後日お知らせ
します。ご期待ください。

暖かさとともに春がやってきました。４月には入学式や新学期も始まります。
これからの１年、子どもたちはどんなことにチャレンジするのでしょうか？

スポーツや習い事、新しい趣味をみつけるなど楽しいことはいっぱいありますが、
県立図書館からの“おススメ”は本を読むこと。本を読むといいことがいっぱいあります。

お子さんの新しいチャレンジに「読書」を加えてみてはいかがですか？

本を読むと何がいいの？ おススメは〝音読”
　お子さんは、本を読むとき声に出して読んでいま
すか？周りに他の人がいるところでは難しいです
が、できれば音読をお薦めします。声に出すとなれ
ば間違えないように意識を集中して読むようになり
ます。そうすることで、黙読よりも内容が記憶に定
着されやすいと思います。ぜひ、お試しください。
　子どもは好奇心旺盛です。子どもの “知りたい”
気持ちと“本”を結びつけ、大人になっても本を身
近に楽しめるよう、親子・ご家族で一緒に読書する
時間を習慣にしてみてはいかがでしょうか？県立図
書館やお近くの図書館をお気軽にご活用ください。

想像力・読解力・知識

正しい情報・信憑性

文章を組み立てる力・語彙力

　本を読むとき、自分なりの想像力を働かせれば作品
の世界がさらに広がります。物語の風景や主人公の
気持ちに思いを馳せるうちに、書かれた文章を正しく
理解する力も自ずと培われます。また、本は知識の
宝庫です。知識は頭が良くなるだけではなく、いろんな
アイディアの源泉になります。新しいチャレンジにつな
がる力にもなります。

　本を通じて正確な文章、美しい文章に親しみ、これ
を正しく理解する習慣が身につけば、自ずと自分の
文章も整ってくるでしょう。また、知らない言葉が出て
きたら辞書を引いて調べることが大切です。より
正確に文章を読み取ることができ、自分で使える
言葉も増えていきます。新しく知った大人の言葉
を自分の言葉にできたら素敵ですね。

　デジタル社会の今日、わからないことがあれば簡単
にインターネットで検索できます。もちろん便利な
道具ですが、時として信憑性に欠ける情報と結びつく
ことがあります。インターネット情報を鵜呑みにする
のではなく、必ず本でも確認するようにしましょう。
同じ情報が確認できれば、より信憑性は高まります。
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